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(57)【要約】
【課題】各種の電池設置空間に設置できる電池のモジュ
ールを提供する。
【解決手段】少なくとも１つの電池ユニット１から、正
負両極端部がそれぞれ一つになるように配列されている
電池シリーズ１０２と、電池シリーズ１０２を収容でき
るケース１０と、を備えており、ケース１０は、第１の
接続部１０８と、正極端部の露出部分である第１の電極
１１６と、が形成されている第１の外表面１１と、他の
電池モジュールの第１の接続部１０８に嵌め合って接続
できる第２の接続部１１０と、負極端部の露出部分であ
って、第２の接続部１１０が前記他の電池モジュールの
第１の接続部１０８と接続されると、前記他の電池モジ
ュールの第１の電極に電気的に連接できるように構成さ
れている第２の電極と、が形成されている第２の外表面
１２とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの電池ユニットから、正負両極端部がそれぞれ一つになるように配列さ
れている電池シリーズと、
　前記電池シリーズを収容できる収容空間を画成するように構成されているケースと、
　を備えている電池モジュールであって、
　前記ケースは、
　第１の接続部と、前記正極端部を露出部分とする第１の電極と、が形成されている第１
の外表面と、
　他の電池モジュールの前記第１の接続部に嵌め合って接続できる第２の接続部と、前記
負極端部を露出部分とし、前記第２の接続部が前記他の電池モジュールの前記第１の接続
部と接続されると、前記他の電池モジュールの前記第１の電極に電気的に連接できるよう
に構成されている第２の電極と、が形成されている第２の外表面と、が形成され、
　また、前記第１の外表面と前記第２の外表面とは、一つの電池モジュールの第２の接続
部と他の電池モジュールの第１の接続部との接続を繰り返すことにより、前記電池モジュ
ールを制限なく接続できる関係位置になっていることを特徴とする電池モジュール。
【請求項２】
　前記第１の接続部と前記第２の接続部とは、前記他の電池モジュールと接続する際に、
それぞれ一方が他方に嵌め込まれることを特徴とする請求項１に記載の電池モジュール。
【請求項３】
　前記第１の外表面と前記第２の外表面とは、前記ケースの前記収容空間を介して互いに
相対するように位置しており、
　前記第１の外表面と直交する面であって、前記ケースにおいて前記収容空間を介して互
いに相対するように位置している第３の外表面及び第４の外表面を更に有しており、
　前記第３の外表面には、前記収容空間と連通する第１の開口が開けられており、
　前記第４の外表面には、前記収容空間と連通する第２の開口が開けられており、
　前記第１の開口及び前記第２の開口を通じて冷却液を前記収容空間に出入りさせ、前記
電池シリーズを冷却することができることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
電池モジュール。
【請求項４】
　前記第１の開口及び前記第２の開口のそれぞれの周囲から、冷却液の流動経路となる冷
却液分岐管が前記第１の開口または前記第２の開口に接続するように取り付けられる複数
の連接棒が突出していることを特徴とする請求項３に記載の電池モジュール。
【請求項５】
　前記第３の外表面には、前記第１の開口の周縁から突出する上、前記第１の開口が向か
う方向と略直交して開口する第１の流通路が形成されてなる第１の分岐管を有しており、
　前記第４の外表面には、前記第２の開口の周縁から突出する上、前記第１の流通路と同
様な第２の流通路が形成されてなる第２の分岐管を有していることを特徴とする請求項３
に記載の電池モジュール。
【請求項６】
　前記電池シリーズは、複数の電池ユニットからなっており、
　前記正負両極端部における前記正極端部は、前記ケース内における前記複数の電池ユニ
ットの１対１で隣り合って対になり且つ２列になるように並ぶ正極から、各対の前記正極
同士がそれぞれ前記第１の外表面の外から前記ケース内に挿入する複数の導電プレートで
連続される上、すべての前記複数の導電プレートが更に前記第１の電極で連続されること
により、電気的に一体に連続するようになっており、
　前記正負両極端部における前記負極端部は、前記ケース内における前記複数の電池ユニ
ットの１対１で隣り合って対になり且つ２列になるように並ぶ負極から、各対の前記負極
同士がそれぞれ前記第２の外表面の外から前記ケース内に挿入する複数の導電プレートで
連続される上、すべての前記複数の導電プレートが更に前記第２の電極で連続されること
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により、電気的に一体に連続するようになっていることを特徴とする請求項１～請求項５
のいずれか一項に記載の電池モジュール。
【請求項７】
　前記ケースは、前記第１の外表面及び前記第３の外表面にそれぞれ直交する第５の外表
面と、前記第５の外表面に前記収容空間を介して相対する第６の外表面を更に有しており
、
　前記第５の外表面及び前記第６の外表面には、それぞれ突起と、前記他の電池モジュー
ルの前記突起が嵌入できるように形成されている凹部と、を有するように構成されている
ことを特徴とする請求項３～請求項５のいずれか一項に記載の電池モジュール。
【請求項８】
　前記ケースには、前記第１の外表面と前記第２の外表面との連接方向に沿って前記凹部
を経由するように形成されている第１のネジ孔と、前記第１のネジ孔に貫通されているネ
ジと、を更に有し、
　前記突起には、前記他の電池モジュールの前記凹部に嵌入すると、前記第１のネジ孔と
重なって、前記ネジが貫通できるように形成されている第２のネジ孔、を有するように構
成されていることを特徴とする請求項７に記載の電池モジュール。
【請求項９】
　前記ケースは、分離して前記電池ユニットを取り出すことができる２つのケース体によ
り構成されていることを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の電池モジ
ュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電池モジュールに関し、具体的には互いに接続することができる電池モジュー
ルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般の電池、特にリチウムイオン二次電池は、放電または充電の最中に発熱して温度が
上がるため、電池が高温により劣化され、温度が高すぎると、電池が発煙、発火または破
裂することが起こる可能性もある。従って、複数のリチウムイオン二次電池を同時に使用
する時に、該複数のリチウムイオン二次電池を冷却するために、冷却システムを接続しな
がら使用する場合が多い。
　冷却方法として、空冷、水冷などの冷却方法が挙げられる。空冷としては、例えば特許
文献１に記載されている方法によれば、電池の外周面にヒートシンクを設置して、空気の
流動により熱を発散する方法が挙げられている。水冷としては、例えば、複数の電池から
なる電池シリーズを冷却液が流されている冷却槽に設置することにより、電池を冷却する
方法が挙げられている。しかし、これらの冷却方法は、複数の電池を収容できる冷却槽を
設置するための空間が大きいので、一部の電池設置空間が大きい装置以外利用できないと
いう欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】台湾実用新案第Ｍ４１２４７２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記問題点に鑑みて、本発明は、各種の電池設置空間に設置できる電池モジュールを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　上記目的を達成すべく、本発明は、少なくとも１つの電池ユニットから、正負両極端部
がそれぞれ一つになるように配列されている電池シリーズと、前記電池シリーズを収容で
きる収容空間を画成するように構成されているケースと、を備えている電池モジュールで
あって、前記ケースは、第１の接続部と、前記正極端部の露出部分である第１の電極と、
が形成されている第１の外表面と、他の電池モジュールの前記第１の接続部に嵌め合って
接続できる第２の接続部と、前記負極端部の露出部分であって、前記第２の接続部が前記
他の電池モジュールの前記第１の接続部と接続されると、前記他の電池モジュールの前記
第１の電極に電気的に連接できるように構成されている第２の電極と、が形成されている
第２の外表面と、からなっており、また、前記第１の外表面と前記第２の外表面とは、一
つの電池モジュールの第２の接続部と他の電池モジュールの第１の接続部とを接続するこ
とを繰り返すことにより、前記電池モジュールを制限なく接続できる関係位置になってい
ることを特徴とする電池モジュールを提供する。
【発明の効果】
【０００６】
　上記構成により、本発明の電池モジュールは、一つの電池モジュールの第２の接続部と
他の電池モジュールの第１の接続部を接続することを繰り返すことにより、前記電池モジ
ュールを制限なく接続できるので、各装置の電池設置空間に合わせて組み立てることがで
きて、従来の電池モジュールより多くの装置に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１の実施形態を示す斜視図である。
【図２】上記電池モジュールを示す上視図である。
【図３】上記電池モジュールを示す側面図である。
【図４】上記電池モジュールを示す斜視図である。
【図５】２つの上記電池モジュールが接続されていることを示す斜視図である。
【図６】上記電池モジュールの１つの変化例を示す斜視図である。
【図７】上記電池モジュールのもう１つの変化例を示す斜視図である。
【図８】本発明の第２の実施形態における半分のケースを示す斜視図である。
【図９】上記電池モジュールにおける他の半分のケースを示す下視図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態を示す斜視図である。
【図１１】上記第１の実施形態の電池モジュールを電気自動車に適用することを示す斜面
図である。
【図１２】上記電気自動車の背面図である。
【図１３】複数の上記第２の実施形態の電池モジュールからなる１つの電池システムを示
す側面図である。
【図１４】上記電池システムを示す側面図である。
【図１５】上記電池システムを使用する駆動手段の回路図である。
【図１６】上記電池システムを使用するもう１つの駆動手段の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
＜第１の実施形態＞
　以下、図１～図３を参照しながら、本発明の第１の実施形態について詳しく説明する。
　図１は本発明の第１の実施形態を示す斜面図であり、図２は上記電池モジュールを示す
上視図であり、図３は上記電池モジュールを示す側面図である。
　図１～図３に示されるように、本発明の電池モジュール１００は、少なくとも１つの電
池ユニット１から、正負両極端部１０２ａ、１０２ｂがそれぞれ一つになるように配列さ
れている電池シリーズ１０２と、電池シリーズ１０２を収容できる収容空間１０１を画成
するように構成されているケース１０と、を備えている。
　ケース１０は、第１の接続部１０８と、正極端部１０２ａを露出部分とする第１の電極
１１６と、が形成されている第１の外表面１１と、収容空間１０１を介して第１の外表面
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１１と相対すると共に、他の電池モジュール１００の第１の接続部１０８に嵌め合って接
続できる第２の接続部１１０と、負極端部１０２ｂを露出部分とし、第２の接続部１１０
が他の電池モジュール１００の第１の接続部１０８と接続されると、他の電池モジュール
１００の第１の電極１１６に電気的に連接できるように構成されている第２の電極１２２
と、が形成されている第２の外表面１２と、からなっている。
【０００９】
　また、第１の外表面１１と第２の外表面１２とは、一つの電池モジュールの第２の接続
部１１０と他の電池モジュールの第１の接続部１０８とを接続することを繰り返すことに
より、前記電池モジュールを制限なく接続できる関係位置になっている。
　本発明の電池モジュール１００の第１の実施形態において、図１に示されるように、ケ
ース１０は、分離して電池ユニット１を取り出すことができる上ケース体１０４及び下ケ
ース体１０６により構成されて、第１の外表面１１と第２の外表面１２と第３の外表面１
３と第４の外表面１４と第５の外表面１５と第６の外表面１６とを有する直方体に形成さ
れている。
【００１０】
　第１の外表面１１及び第２の外表面１２に加え、第３の外表面１３及び第４の外表面１
４、第５の外表面１５及び第６の外表面１６の外表面のそれぞれも、ケース１０において
収容空間１０１を介して互いに相対するように位置している。第１の外表面１１は上ケー
ス体１０４に形成され、第２の外表面１２は上述のように下ケース体１０６に形成されて
いる。一方、第３の外表面及び第４の外表面、並びに第５の外表面及び第６の外表面は、
上述した上ケース体１０４の外表面に加えて下ケース体１０６の外表面が一体となって形
成される。
　第１の接続部１０８と第２の接続部１１０とは、図示しない他の電池モジュールと接続
する際に、それぞれ一方が他方に嵌め込まれるように嵌込型フランジ（female and male 
flanges）として機能する。
【００１１】
　図１及び図３に示すように、下ケース体１０６の第３の外表面１３には、収容空間１０
１と連通する第１の開口１１２が開けられ、上ケース体１０４の第４の外表面１４には、
収容空間１０１と連通する第２の開口１１４が開けられている。それにより、冷却液を第
１の開口１１２及び第２の開口１１４を通じて収容空間１０１に出入りさせ、電池シリー
ズ１０２を冷却することができる。
　また、開口の位置と数は、この実施形態に限られておらず、第１の開口１１２及び第２
の開口１１４はいずれも下ケース体１０６に開けられても良く、第３の外表面１３には、
２つの第１の開口１１２が開けられることもできる。
【００１２】
　第１の開口１１２及び第２の開口１１４のそれぞれの周囲から、冷却液の流動経路とす
る冷却液分岐管（図示せず）が第１の開口１１２または第２の開口１１４に接続するよう
に取り付けられる複数の連接棒１２４と、第３の外表面１３及び第４の外表面１４におけ
る開口が開けていない処から複数の固定棒１２６と、が突出している。
　また、冷却液分岐管と第１の開口１１２または第２の開口１１４の間に、冷却液の漏れ
を防止するために、第１の開口１１２または第２の開口１１４の周縁に、シールリング（
図示せず）を設置することができる。
【００１３】
　ケース１０には、第１の外表面１１と第２の外表面１２との連接方向に沿うように形成
されている第１のネジ孔（図示せず）と、前記第１のネジ孔に貫通されているネジ１１１
と、を更に有する。
　上ケース体１０４及び下ケース体１０６は、共に収容空間１０１を画成し、ネジ１１１
が前記第１のネジ孔を貫通して上ケース体１０４及び下ケース体１０６を互いに接合する
ように固定することによりケース１０に構成されている。
【００１４】
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　また、上ケース体１０４及び下ケース体１０６の接合方法は、この実施形態に限られて
おらず、例えば、接着剤で上ケース体１０４及び下ケース体１０６を粘着することや、溶
接することで上ケース体１０４及び下ケース体１０６を接合することもできる。
　また、上ケース体１０４及び下ケース体１０６の接合方法は、この実施形態に限られて
おらず、例えば、接着剤で粘着することや、溶接することで上ケース体１０４及び下ケー
ス体１０６を接合することもできる。
【００１５】
　ケース１０の構成材料としては、例えば、ポリスチレン（ＰＳ：polystyrene）、ポリ
塩化ビニル（ＰＶＣ：polyvinyl chloride）、ポリカーボネート（ＰＣ：polycarbonate
）、ポリエチレン（ＰＥ：polyethylene）、アクリル樹脂（acrylic）、プレキシガラス
（PLEXIGLASS）、ポリカーボネート樹脂（ＬＥＸＡＮ）、フェノール樹脂（phenolic res
in）、液晶高分子（liquid crystal polymer）、ＰＣ／ＡＢＳアロイ（ABS-PC alloy）な
どが挙げられる。
【００１６】
　図４は上記電池モジュールを示す斜面図である。
　電池シリーズ１０２は、図１及び図４に示されるように、複数の電池ユニット１からな
っている。この実施形態において、電池シリーズ１０２は、電池モジュール１００の長手
方向に１５個、短手方向に２個、合計３０個の電池ユニット１からなっている。
【００１７】
　電池ユニット１としては、ニッケル・カドミウム蓄電池、ニッケル・水素充電池、リチ
ウムイオン二次電池などが挙げられ、リチウムイオン二次電池としては、円筒形１８６５
０リチウムイオン電池などが挙げられる。
　正負両極端部１０２ａ、１０２ｂにおける正極端部１０２ａは、ケース１０内における
複数の電池ユニット１の１対１で隣り合って対になり且つ２列になるように並ぶ正極から
、各対の前記正極同士がそれぞれ第１の外表面１１の外からケース１０内に挿入する複数
の導電プレート１１８で連続される上、すべての複数の導電プレート１１８が更に第１の
電極１１６で連続されることにより、電気的に一体に連続するようになっている。
【００１８】
　また、負極端部１０２ｂは、ケース１０内における複数の電池ユニットの１対１で隣り
合って対になり且つ２列になるように並ぶ負極から、各対の前記負極同士がそれぞれ第２
の外表面１２の外からケース１０内に挿入する複数の導電プレート１１８で連続される上
、すべての複数の導電プレート１１８が更に第２の電極１２２で連続されることにより、
電気的に一体に連続するようになっている。
　すなわち、図２、図３、及び図４に示すように、電池ユニット１の正極端部１０２ａは
、ケース１０内において短手方向に隣り合うもの同士が第１の外表面１１の外側からケー
ス１０内に挿入される導電プレート１１８で接続されて対となる。また、長手方向に沿っ
て２列に並べられたこれらの正極端部１０２ａは、第１の電極１１６によって、導電プレ
ート１１８を介して接続されることにより、電気的に一体的に接続される。
【００１９】
　一方、電池ユニット１の負極端部１０２ｂについては底面図を省略しているが、正極端
部１０２ａの接続方法と同様に、ケース１０内において短手方向に隣り合うもの同士が第
２の外表面１２の外側からケース１０内に挿入される導電プレート１１８で接続されて対
となり、且つ長手方向に沿って２列に並べられたこれらの負極電極１０２ｂは、第２の電
極１２２によって、導電プレート１１８を介して接続されることにより、電気的に一体的
に接続される。
【００２０】
　第１の電極１１６は、長さが第１の外表面１１の幅の長さと同じ幅（若しくは嵌込型フ
ランジの内側に嵌め込めるよう若干短い長さ）を有する２つの第１の先端部１１６ａと、
２つの第１の先端部１１６ａを連接する第１の連接部１１６ｂと、を有している。
　第２の電極１２２は、長さが第２の外表面１２の幅の長さと同じ幅を有する２つの第２
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の先端部１２２ａと、２つの第２の先端部１２２ａを連接する第２の連接部１２２ｂ、を
有している。
【００２１】
　第１の外表面１１及び第２の外表面１２は、導電プレート１１８を挿入するために複数
の電池ユニットの正極または負極の位置に対応して開けられている複数の挿入口１３２を
有している。挿入口１３２は、冷却液の漏れを防止するため、導電プレート１１８の挿入
により水密になるように構成され、または、周縁のそれぞれにシールリングを設置するこ
とができる。
　導電プレート１１８は、導電材料により構成され、短手方向に隣り合う電池ユニット１
の正極または負極の間隔に対応して設置され、第１の連接部１１６ｂまたは第２の連接部
１２２ｂを渡るように設置されて電気的に連接されている。
【００２２】
　なお、第１の電極１１６及び第２の電極１２２の構成材料としては、金属（銅、アルミ
ニウム、ニッケル）、または、銅、アルミニウム、ニッケルの合金などが挙げられる。
　導電プレート１１８の構成材料は、第１の電極１１６及び第２の電極１２２と同じ材料
または相異する材料で構成することができる。
　導電プレート１１８と第１の電極１１６または第２の電極１２２との接続方法としては
、溶接、圧接、鍛接、ろう接、レーザービーム溶接、摩擦圧接、超音波溶接、ティグ溶接
（tungsten inert gas welding、TIG welding）、ミグ溶接（metal inert gas welding、
MIG welding）など導電プレート１１８と第１の電極１１６または第２の電極１２２とを
電気的に連接できる接続方法を使用できる。なお、導電プレート１１８と第１の電極１１
６または第２の電極１２２とを一体的に成形することもできる。
　導電プレート１１８と第１の電極１１６または第２の電極１２２とを接続することによ
り、第１の電極１１６の連接部１１６ｂがすべての電池ユニット１の正極に電気的に連接
し、第２の電極１２２の連接部１２２ｂがすべての電池ユニット１の負極に電気的に連接
する。
【００２３】
　なお、第３の外表面１３には、図２及び図３に示されるように、第１の電極１１６の１
つの先端部１１６ａに連接している導電棒１２０が設置されることができる。
　導電棒１２０は、図示しないバッテリーマネージメントシステム（battery management
 system）に電気的に連接して、電池モジュール１０の温度や電圧などを計測することが
できる。また、導電棒１２０を防水機能を有するように構成することもできる。
【００２４】
　図５は２つの上記電池モジュールが接続されていることを示す斜視図である。２つの電
池モジュール１０の接続について、図５に示されるように、上の電池モジュール１０の第
２の接続部１１０と下の電池モジュール１０の第１の接続部１０８とが接続されている。
そして、ベルトまたはホルダーで２つの電池モジュール１０の固定棒１２６を連接するこ
とができる。
　電池ユニットの数量及び配列方法は、この実施形態に限られておらず、例えば、図６及
び図７に示されるように、６つの電池ユニットまたは１２個の電池ユニットを１対１で隣
り合って対になり且つ２列になるように並ぶことができる。また、３つの電池ユニットが
第５の外表面１５と第６の外表面１６との連接方向に沿って並び、且つ３列になるように
並ぶこともでき、必要に応じて適宜に変更することができる。
【００２５】
　この実施形態の構成によれば、本発明の電池モジュール１００は、冷却槽として冷却液
が流通できるように構成されているケース１０を有すると共に、一つの電池モジュール１
００の第２の接続部１１０と他の電池モジュールの第１の接続部１０８とを接続すること
を繰り返すことにより、電池モジュール１００を制限なく接続できるので、冷却機能を有
すると同時に、各装置の電池設置空間に合わせて組み立てることができて、従来の電池モ
ジュール１００より多くの装置に適用できる。
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【００２６】
＜第２の実施形態＞
　本発明の電池モジュールの第２の実施形態は、上記第１の実施形態とほぼ同じ構成を有
するので、ここでは詳しい説明を省略し、その相違点のみを説明する。
　図８はこの実施形態における半分のケースを示す斜視図であり、図９は上記電池モジュ
ール他の半分のケースを示す下視図である。
【００２７】
　本発明の電池モジュールの第２の実施形態において、図８及び図９に示されるように、
第５の外表面１５及び第６の外表面１６には、それぞれ突起１２８と、他の電池モジュー
ル１７０の突起１２８を嵌入できるように形成されている凹部１３１と、を有するように
構成されている。
　突起１２８は、上ケース体１０４の第５の外表面１５及び第６の外表面１６における周
縁に形成されている第１の突起１２８ａと、下ケース体１０６の第５の外表面１５及び第
６の外表面１６における周縁に形成されている第２の突起１２８ｂと、により構成されて
いる。上ケース体１０４と下ケース体１０６が接合されると、第１の突起１２８ａと第２
の突起１２８ｂとが１つの突起１２８になる。
【００２８】
　凹部１３１は、第２の突起１２８ｂの上ケース体１０４の前記周縁側の反対側で、第２
の突起１２８ｂと隣接するように形成されている。
　ケース１０は、第１の外表面１１と第２の外表面１２との連接方向に沿って凹部１３１
を経由するように形成されている第１のネジ孔１３０と、第１のネジ孔１３０に貫通され
ているネジ１１１と、を更に有している。突起１２８には、他の電池モジュール１００の
凹部１３１に嵌入すると、第１のネジ孔１３０と重なって、ネジ１１１を貫通できるよう
に形成されている第２のネジ孔１３３、を有するように構成されている。
【００２９】
　１つの電池モジュールの突起１２８を他の電池モジュールの凹部１３１に嵌入して接続
する時に、先ず、該他の電池モジュールの上下を反転して、そして、該１つの電池モジュ
ールの突起１２８を該他の電池モジュールの凹部１３１に嵌入すると共に、該他の電池モ
ジュールの突起１２８が該１つの電池モジュールの凹部１３１に嵌入することになる。そ
して、ネジ１１１を第１のネジ孔１３０及び第２のネジ孔１３３を貫通して２つの電池モ
ジュールの上ケース体１０４及び下ケース体１０６を互いに接合するように固定すること
により２つの電池モジュールが接続されている。
【００３０】
　また、互いに接続されている２つの電池モジュールが１つの直方体を形成するように、
上ケース体１０４のネジ１１１を貫通する方向における距離は、下ケース体１０６のそれ
より長く形成されている。
　この実施形態の構成によれば、電池モジュールを第５の外表面１５と第６の外表面１６
との連接方向に沿って繰り返して接続することができる。
【００３１】
＜第３の実施形態＞
　本発明の電池モジュール１００の第３の実施形態は、上記第１の実施形態とほぼ同じ構
成を有するので、ここでは詳しい説明を省略し、その相違点のみを説明する。
　図１０はこの実施形態を示す斜面図である。
　本発明の電池モジュール１００の第３の実施形態では、図１０に示されるように、第３
の外表面１３に、第１の開口１１２の周縁から突出する上、第１の開口１１２が向かう方
向と略直交して開口する第１の流通路１８０が形成されてなる第１の分岐管１７６を有し
ている。
【００３２】
　第４の外表面１４には、第２の開口１１４の周縁から突出する上、第１の流通路１８０
と同様な第２の流通路１８２が形成されてなる第２の分岐管１７８を有している。
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　この実施形態の構成によれば、複数の電池モジュール１００が、第５の外表面１５と第
６の外表面１６との連接方向に沿って接続すると、複数の電池モジュールの各第１の分岐
管１７６及び各第２の分岐管１７８が互いに連通されて、１つの分岐管となるので、冷却
液が該分岐管を流通することができる。
　また、第１の分岐管１７６または第２の分岐管１７８には、冷却システムに接続するた
めの開口が開けられることもできる。
【００３３】
＜応用例１＞
　図１１は上記第１の実施形態の電池モジュール１００を電気自動車２００に適用するこ
とを示す斜面図であり、図１２は上記電気自動車の背面図である。
　図１１に示されるように、複数の第１の実施形態の電池モジュール１００を上下に接続
して、そして、図に示されていない冷却液分岐管またはホルダーで複数の上下に接続され
ている電池モジュールを水平方向に並ぶように固定して、１つの電池システム２０２にな
る。図１２に示されるように、複数の電池モジュール１００は、電気自動車２００のシャ
フト２０４を包囲するように組み立てされている。
【００３４】
　電気自動車２００は、電力伝達システムを有している。該電力伝達システムは、４５０
Ｖの出力密度を有する発動機と制御手段とを備えている。電池システム２０２は、４５０
Ｖの電圧で３３ｋＷｈの電力を提供できるように構成され、３２４０個の電池ユニットを
含んでいて、３０個１列で１０８列になる。また、電気自動車２００は、冷却装置と充電
装置とを設置することもでき、該冷却装置は、例えばヒートシンク及び冷却システムを有
するものである。該充電装置は、例えばＳＡＥ Ｊ１７７２充電システムを使用するもの
である。
　なお、電池システム２０２を複数のブロックに分けて、電気自動車２００の電池設置空
間に合わせて設置して、該複数のブロックを互いに電線で電気的に連接するように構成す
ることもできる。
【００３５】
＜応用例２＞
　図１３は複数の上記第２の実施形態の電池モジュール３０２からなった１つの電池シス
テム３００を示す側面図である。図１４は上記電池システム３００を示す側面図である。
　電池システム３００は、図１３及び図１４に示されるように、複数の水平分岐管３０４
と、複数の電池キャップ３０６と、複数の連接手段３０８と、を更に有している。なお、
電池システム３００に、複数の水平分岐管３０４同士を連接する垂直分岐管を設置するこ
ともできる。
　複数の水平分岐管３０４は、管路（図示せず）を介して冷却システム（熱交換器または
ヒートシンク）に接続されている。
【００３６】
　図１３及び図１４に示されるように、複数の電池モジュール３０２が上下に接続されて
１つの直列電池回路になる。電池システム３００は、相隣する２つ該直列電池回路の正負
極の位置が互いに反対となるように並んでいる１０個の該直列電池回路により構成されて
いる。該１０個の直列電池回路は、複数の電池キャップ３０６により互いに直列に電気的
に連接されている。連接手段３０８は、第１の電極１１６または第２の電極１２２と類似
している電極を少なくとも１つを有し、該１０個の直列電池回路の最上端の電池モジュー
ル３０２同士と最下端の電池モジュール３０２同士を電気的に連接するように設置されて
いる。なお、連接手段３０８で直列電池回路を並列に電気的に連接することもできる。
　この電池システム３００は、電池モジュール３０２及び連接手段３０８により、電池設
置空間に合わせる間隔３１０を画成することができる。
【００３７】
　電池キャップ３０６は、第１の電極１１６または第２の電極１２２と類似している電極
を少なくとも１つを有し、複数の電池モジュール３０２を電気自動車の発動機または電力
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システムに電気的に連接するように設置されている。
　すなわち、図１４に示されるように、第１の電池キャップ３０６側（図１４における左
側）から開始し、複数の電池モジュールが上下方向に接続されて１列の直列電池回路を形
成する。また、電池システム３００は、図１４において左右方向に相隣する直列電池回路
の正極と負極の位置が互い違いとなるように配置されて、合計１０列の該直列電池回路に
より構成されている。
　ここで、図１４の連接手段３０８は、上述した実施形態で説明した第１の電極１１６ま
たは第２の電極１２２と機能的に同様であるが、複数の連接手段３０８の間には絶縁体３
０９（若しくは図示しない空隙）があるので、隣り合う連接手段３０８同士は電気的には
絶縁されている。このようにして１０列の電池モジュールは直列に接続されて、第１の電
池キャップと第２の電池キャップ（図１４における右側の電池キャップ３０６）側の電池
モジュールは接続される。
【００３８】
＜応用例３＞
　図１５は上記電池システム４０２を使用する駆動手段４００の回路を示す回路図である
。駆動手段４００は、電気自動車に使用されており、モーター４０４とポンプ４０６とヒ
ートシンク４０８とを更に有している。電池システム４０２は主にモーター４０４に対し
て動力を提供する。モーター４０４は、交流電動機であるので、電池システム４０２から
の直流電をインバータ（Inverter）などにより交流電に変換してから、モーター４０４に
提供する。
　ポンプ４０６とヒートシンク４０８とは、冷却液を電池システム４０２へ流通させて電
池システム４０２の熱暴走（thermal runaway）を防止するために設置されている。該冷
却液は、消火機能を有するものを使用することが好ましい。
　電池システム４０２とポンプ４０６とヒートシンク４０８とは、閉ループ循環冷却シス
テム（closed loop cooling system）に構成することができる。更に、該閉ループ循環冷
却システムに、圧力を調整して冷却液の沸点を制御する二相冷却（two phase cooling）
方法を使用することもできる。
【００３９】
　なお、電池システム４０２をバッテリーマネージメントシステム４０１（battery mana
gement system）に電気的に連接して、電池モジュール１０の温度や電圧などを計測する
ことができる。
　また、電池システム４０２は、他の電気自動車の装置に電力を提供することもできる。
【００４０】
＜応用例４＞
　図１６は上記電池システム４０２を使用するもう１つの駆動手段の回路を示す回路図で
ある。
　図１６に示されるように、電池システム４０２は、電気推進船舶に使用されており、ポ
ンプ４０６と熱交換器４０８’とを更に有している。
　また、電池システム４０２をバッテリーマネージメントシステム４０１（battery mana
gement system）に電気的に連接して、電池モジュール１０の温度や電圧などを計測する
ことができる。
　熱交換器４０８’は、湖水や海水を熱交換器４０８’の入口４１０及び出口４１２を通
して熱交換器４０８’内に流通することにより冷却するように構成することができる。
電池システム４０２とポンプ４０６と熱交換器４０８’とは、開ループ循環冷却システム
（open loop cooling system）に構成することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明の電池モジュールは、各電力を使用する装置に適用でき、更に電気自動車や電気
推進船舶など電池を大量に使用して、電池を冷却することが必要な装置に好適である。
【符号の説明】
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【００４２】
　　１　電池ユニット
　　１０　ケース
　　１１　第１の外表面
　　１２　第２の外表面
　　１３　第３の外表面
　　１４　第４の外表面
　　１５　第５の外表面
　　１６　第６の外表面
　　１００　電池モジュール
　　１０１　収容空間
　　１０２　電池シリーズ
　　１０２ａ　正極端部
　　１０２ｂ　負極端部
　　１０４　上ケース体
　　１０６　下ケース体
　　１０８　第１の接続部
　　１１０　第２の接続部
　　１１１　ネジ
　　１１２　第１の開口
　　１１４　第２の開口
　　１１６　第１の電極
　　１１６ａ　第１の先端部
　　１１６ｂ　第１の連接部
　　１１８　導電プレート
　　１２０　導電棒
　　１２２　第２の電極
　　１２２ａ　第２の先端部
　　１２２ｂ　第２の連接部
　　１２４　連接棒
　　１２６　固定棒
　　１２８　突起
　　１２８ａ　第１の突起
　　１２８ｂ　第２の突起
　　１３０　第１のネジ孔
　　１３１　凹部
　　１３２　挿入口
　　１３３　第２のネジ孔
　　１７６　第１の分岐管
　　１７８　第２の分岐管
　　１８０　第１の流通路
　　１８２　第２の流通路
　　２００　電気自動車
　　２０２　電池システム
　　２０４　シャフト
　　３００　電池システム
　　３０２　電池モジュール
　　３０４　水平分岐管
　　３０６　電池キャップ
　　３０８　連接手段
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　　３０９　絶縁体
　　３１０　間隔
　　４００　駆動手段
　　４０１　バッテリーマネージメントシステム
　　４０２　電池システム
　　４０４　モーター
　　４０６　ポンプ
　　４０８　ヒートシンク
　　４０８’　熱交換器
　　４１０　入口
　　４１２　出口

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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